橋本市へようこそ
橋本市は、1587年に進取的な気質を持った高野山の僧応其（1536-1608）によって開かれました。市の名は紀の川にかかる235メートルの橋に由来します。 
橋本は、高野山に続く参詣道のいくつかの出発地点であり、奈良と大阪地域を繋ぐ主要な交易路・伊勢（大和）街道と舟が盛んに行きかう主要水路・紀の川の中継地でもありました。
橋本市は交易の要所というのみにとどまらず、参詣者や高野山の伽藍に物品を運ぶ人夫たちにとって必要不可欠な立ち寄り先でした。高野山口駅のすぐ外に当時参詣者たちが滞在した旅館のうちのひとつが今でも残っています。
商人や旅人が絶えず訪れるおかげで、この地域は昔から栄えてきました。この繁栄の歴史は、今日でも大切にされている数多くの寺や神社、誇り高い伝統に見ることができます。 

